
過去七仏と宿命智

天野 イ言

初期仏典における過去七仏思想、は，長部 ・長阿合に収録される大本経と 11乎

ばれる一連の経典によ って完全に確立される。本稿では，大本経のパーリ伝

承であるMahatadanωuttaηta(以下MAPと表記する)の官頭を飾るプロ

ローグとなる 「宿命 (過去の生存)に関わる法話」に着目する。このプロロ

ーグは，後代に付加されたものであるため，他の諸本のプロローグとは内容

が異なる。MAPのプロローグについて，五世紀にブッダゴーサが作成した

ノfーリ註釈書の記述を確認すると，初期仏教における解脱智としてひろく知

られる 「三明(宿命智，生死智， i属尽智)Jの第一智である 「宿命智J (過

去の生存を知る智)が重要となってくる。このことから，上座部大寺派では，

ある時期から，過去七仏と宿命智との関連性が重視されていたと考えられる。

一方で、，北伝仏教の音II派となる法蔵音li所伝の漢訳本である 『大本経』にも，

MAPと同様に，過去七仏と宿命智との関連性を示す記述が確認できる。

本稿では以上の事柄に着目し，過去七仏と宿命智との関連性について検討

する。その際，三明説が，初期仏教における成仏伝承において不可欠なもの

であることに留意して議論を進める。

I 

まず，MAPの内容 ・構成を簡略的に示しておこう 。
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<1>比丘たちの聞で宿命に関する法話が起こる。それに答える形で，釈尊

が，過去六仏(ヴイノfッシン，シキン，ウボエッサブー，カクサン夕、，コーナ

ーガマナ，カッサパ)および釈尊自身の出現した時代 (iJJ)，出自，姓， 寿

命，菩提樹，二大弟子，サンガの構成，侍者，父母，王者[1の名称を， 比丘た

ちに述べる。(以下この箇所を「七仏の事蹟」と呼ぶ。)このあと， 一度，釈

尊は比丘たちの前から去る。<2 >再び現れた釈尊は，第一仏であるヴ ィパ

ッシン仏の伝記を，比丘たちに諮り始める。 (以下この箇所を 「ヴィパッシ

ン仏伝」と呼ぶ)< 3 >浄居天の神が，過去仏の事蹟を釈尊に報告する。(_l;j

下この箇所を 'i争居天のやtlの報告」と呼ぶ。)

上記の如く ， i '七仏の事蹟」→ ii 'ヴィ パッシン仏伝」 →iii'浄居天の

村Iの報告」という構成となっている。

MAPおよび対応する諸本との比較研究か ら，'i争居天の村1の報告」は，

本来は 「七仏の事蹟」の直後に位置するものであり， i '七ー仏の事蹟」→ 11

'i争居天の十1[1の報告」という構成の文献が，現行のMAP編纂以前に存在し，

後に「ヴィパッシン仏伝」が挿入されたことによって，現在の構成となった

ことが指摘されている。

吹田隆道氏は，従来「釈尊の教法に永遠性を持たすために過去仏を紹介す

るもの」とみなされていた MAPおよび、対応諸本について， 「本経が具体化

していく七仏自体に何らかの展開をもたらすもの」という新たな見解を示し

た。そして，「七仏の事蹟」および dhammata(skt. dharmata， ，常法J) と

いう用語によ って，「すべてのブッダの生涯には共通する事項がある」とい

う法則が構築され，それは 「すべてのフッダの生涯は共通する」という考え

に発展していき，フッダたるもののさらなる前例 として，「ヴイノfッシン仏

伝」が付け加えられたことを明らかにした。

本稿では，七仏の事蹟が説示される前にある，MAP冒頭のプロローグに

着目する。 以下にその内容を挙げていく。
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[資料 1] 

Atha kho sambahulanal11 bhikkhunar)1 paccha-bhattal11 pil;Jclapata-

pati kkantanar)1 Kareri -mal)clala -maje sannisinnanarp sannipati tanal11 

pubbe-nivasa-patisaI11yutta dhammi katha udapadi: 'Iti pubbe-nivaso 

iti pubbe nivaso ti.' (MAP， p. 1) 

さて，多くの比丘たちが，食後に，托鉢食からもど って，カレーリ講堂

に集ま って坐っていたときに，宿命に関する法話が起こ った。「宿命は

このようであった，宿命はこのようであった」と。

[資料2] 

Assosi kho Bhagava dibbaya sota-dhatuya visuddhaya atikkanta-

manusikaya tesarp bhikkhunal11 imal11 katha-salJapaI11. Atha kho 

Bhagava utthay' asana yena Kareri-mal;Jclala-majo ten' upasal11kami， 

upasal11kamitva pannatte asane nisidi. Nisajja kho Bhagava bhikkhu 

amantesi:‘Kaya nu 'ttha bhikkhave etarahi kathaya sannisinna， ka 

ca pana vo antara katha vippakata ti?' (MAP， p. 1) 

世尊は，清浄で、あり非凡である天の耳界によ って，かの比丘たちのこの

会話を聞いた。そこで|立尊は，坐具から立ち上がって，カレーリ講堂に

近づいていった。近づく と， 設けられた坐具に坐った。坐ってから世尊

は比丘たちに話しかけた。「比丘たちよ，どのような話があって，今，

ここに集まり，坐っているのですか。また，あなたたちが中断した談話

はf可で、すか」と。

Eval11 vutte te bhikkhu bhagavantarp etad aVOCUI11:‘idha bhante 

amhakar)1 paccha-bhatta111 pil)clapata-patikkantanarp kareri-maりφ

ala-maje sannisinnanal11 sannipatitanal11 pubbe-nivasa-patisal11yutta 

dhammi katha udapadi:“iti pubbe-nivaso iti pubbe nivaso ti." Ayarp 

kho no bhante antara katha vippakata atha bhagava anuppatto ti.' 
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(MAP， pp. 1-2) 

このよ うに言われて，かの比丘たちは，世尊にこう述べた。「尊師よ，

我々は食後に，托鉢食からもどって，このカレーリ講堂に集まり，坐っ

ていたときに，宿命に関する法話が起こりました。『宿命はこのようで

ある。また，宿命はこのようである』と。尊師よ，これが我々の中断し

た談話であり，そのとき，世尊がおいでになりました」と。

'Iccheyyatha no tumhe bhikkhave pubbe-nivasa-patisaI!1YuttaI!l 

dhammifTl katharp sotun tiγ'Etassa Bhagava kalo， etassa Sugata 

kalo， yafTl bhagava pubbe.nivasa patisafTlyuttarp dhammil11 katharp 

kareyya， Bhagavato sutva bhikkhu dharessantiti.'‘Tena hi bhikkhave 

sUlJatha， sadhukafTl manasikarotha， bhasissamiti.'‘EvafTl bhante' ti 

kho te bhikkhu Bhagavato paccassosufTl. (MAP， p.2) 

「比丘たちょ，あなた方は，宿命に関する法話を聞きたいですか?J 

it!J:尊，そのために適した時です。普逝， そのために適した時です。世

尊が，宿命に関わる法話をなさったら，比丘たちは，世尊の [宿命に関

わる法話を]聞いて， [その内容を]保持いたしますJ i比丘たちよ， そ

れでは聞きなさい。 ト分に注意しなさい。私は [宿命に関わる法話を]

話しましょう J iわかりました。尊師」 と，かの比丘たちは世尊に答え

た。

上記の資料にある，「過去の生存」を意味する 「宿命 (pubbe-nivasa)J は，

初期仏教における解脱智として知られる三時1(宿命智，生死智，漏尽智)の

うち，第一智である 「宿命智」に用いられる用語である。このあと，「宿命

(過去の生存)に関わる法話」として，「七仏の事蹟」が，釈尊によ って語

られることになる。ここに記載される七仏それぞれの事蹟は，以下の通りで

ある (MAP，pp.2-7)。
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(1)出現した時代 (2)出自 (3)姓 (4)寿命 (5)菩提樹 (6)二大弟子 (7)サン

ガの構成 (8)侍者 (9)父母および王都の名称

「七仏の事蹟」の説示が終わると，釈尊は一度，比丘たちの前から去る。

[資料 3] 

Idam avoca Bhagava. Idarp vatva Sugato utthay' asana vihararp 

pavisi. (MAP， p.7) 

i立尊は [七仏の事蹟について]このように語られた。このように語られ

ると，善逝は坐具から立ち上がり ，精舎に入っていった。

ここまで見てきたMAPのプロローグは，大本経諸本および、同内容を保持

する諸漢訳文献を比較した結果，物語統ーのために，後代に付加されたもの

であったことが明らかとなっている。本来のプロ ローグである 「過去仏に関

する比丘たちの談話」は，MAPでは，七仏の事蹟と ヴィパッ シン仏伝との

聞に移動しているのである。そ して， 比丘たちの前に再び現れた釈尊は，第

一位、である「ヴぉイノfッシン仏伝」を， 比丘たちに言語り始める ことになる。

本稿の次節では，MAPに新たに設置されたプロローグの内容が，上座部

大寺派所伝の註釈書ではどのように伝承されていったかを考察していくこと

にする。

11 

MAPの註釈書には，ブッダゴーサ (五世紀)の著作とされる長部註に収

録されるMahめadtiηωuttanta-atthakathtiがある。既に挙げたMAPのプロロ

ーグに対する本蓄の註釈記述を見ていこう 。以下に挙げ、る [資料 4]は，

[資料 1]に対する註釈となる。

日
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[資料4J 

Pubbe-ηivasa-tafisa1flyutta ti ekam pi jatil!1 dve pi jatiyo ti evaq1 

vibhattena pubbe-nivuttha-kkhandha-santana-sankhatena pubbe-

nivasena saddhil!1 yojetva pavattita. Dhammi ti dhamma-saq1yutta 

Udatadi ti aho acchariyaq1 Dasaba!assa pubbe-nivasa-naDaw Pubbe-

niVaSal!1 nama ke anussaranti， ke nanussaranti? Titthiya anussaranti， 

savaka pacceka-buddha buddha anussaranti. Katara titthiya anussa-

ranti? Ye agga-patta kamma-vadino te pi catta!Isaq1 yeva kappe 

anussaranti. Savaka kappa-sata-sahassaI!1 anussaranti. Dve agga-

savaka asalikheyyan c' eva kappa-sata-sahassan ca， paccekabuddha 

dv.e asalikheyyani kappa-sata-sahassan ca. Buddhanal!1 pana: Etta-

kan ti， paricchedo n' atthi， yavatakaq1 akankhanti tavatakal!1 anus-

saranti. (Sumangalavil，おini，vol.2， PTS， pp.407-408) 

「宿命に関する」とは， 一生でも，二生でも，といったように区分され

ている過去に住した [五]謹の相続とH乎ばれる宿命を， 一緒に結びつけ

て確立したことをいう 。「法 [話JJとは法に関する [話の]ことである。

「起こ った」とは，ああ! [と感嘆の戸がでるくらいに]希有なもので

ある卜力者(仏)の宿命智のことである。実に，誰が宿命を記憶し，誰

が記憶しないのか。異教者たちは記憶している。声聞たちも独党たちも

仏たちも記憶している。どのような異教者たちが記憶しているのか。第

一達成業論者たちは四 卜劫のみを記憶している。戸間たちは 卜万劫を記

憶している。二人の最上.弟子たち (サーリプッタとモッカ、ラーナ)は阿

僧紙と卜万劫を，独党たちはこ阿僧紙と十万劫を [記憶している]。 し

かし仏たちにはこれだけという制限がなく ，望むがまま記憶している。

Titthiyanaq1 pubbe-nivasa-naりaq1 khajjopanaka-kimi-obhasa-

sadisaq1， sa vakanaq1 pana padip' obhasa -sadisaq1， agga -sa vakanaq1 

osadhi-tarak' obhasa-sadisaq1， pacceka-buddhanarp cand' obhasa-

ハU
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過去七仏と ~?I命智

sadisal11， Buddhanan sarada-suriya-maI!Qal' obhasa-sadisal11. (Suma-

ngalavilasini， vol.2， PTS， p.409) 

異教者たちの宿命智は畿の光のようであり，戸間たちのものは燈明の光

のようであり，最上弟子たちのものは明星の光のようであり，独党たち

のものは月の光のようであり，仏たちのものは秋(雨期明け)の太陽の

光のようである。

このように， 「宿命智 (pubbe-nivasa-nal!a)J が大きな役割を担っている。

なお，ここでの記載内容は，同じくブッダゴーサの著作とされている

Visuddhimaggaにも，類似の内容が存在する(Visuddhu何agga，PTS， pp 

410-411)。また，次に挙げる [資料5]も，[資料 1]を対象とした註釈内

容である。

[資料 5] 

Aho ll1ahantaq1 Bahagavato pubbe-nivasa naりanti， eval11 Bhagava 

ntaq1 yeva arabbha katha uppanna jata pavattita ti attho. tarp 

sabball1 pi salIkhepato dassetuq1 iti戸 ρubbe-nivasoti ettakall1 eva 

pa!iyarp vuttaq1. (Sumangalavilasini， vol.2， PTS， p. 409) 

ああ， '1立尊の宿命智はなんとも偉大なものであろうか，と，このように

l:!t尊[の宿命智]に関してのみの話が生起し，発生し，確立した，とい

う意味である。そのすべてを省略して示すために r宿命とはこのよう

であった」といったことだけが，パー リ(聖典)で述べられているので

ある。

比丘たちの談話を，天の耳界によって聞いたブッダが現れたという [資料

2 ]に対する註釈箇所では， 1:1"断された比丘たちの談話を，『党綱経』の記

事と区別するために以下の註釈がある。
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[資料6] 

Assosi kho ... pe... at，加 Bhagava.anu，ρμtto ti ettha yaJ11 vattabbal!1 

taJ11 Brahmajala-val}.ηanayarp vuttam eva. Ayal!1 eva hi viseso. 

Tattha sabbannuta-nal}.ena assosi， idha dibbasotena. Tattha ca 

vaI;l}.aval}.l}.akatha vippakata， idha pubbenivasa-katha. Tasma 

Bhagava: Ime bhikkhu mama pubbenivasa-nal}.aJ11 arabbha guりaJ11

thomenti， pubbe-nivasa-nal}.assa pana me nipphattiJ11 na jananti， 

handa tesaJ11 tassa nipphattiJ11 kathetva dassami ti， agantva pakatiya 

pi Buddh'-asane nisiditva dhamma-desan' attham eva thapite taJ11 

khat;aJ11 yeva bhikkhuhi papphotetva dinne vara-buddh' asane 

nisiditva: Kaya nu' ttha bhikkhave ti， pucchaya ca: Idha bhante ti， 

adito pativacanassa ca pariyosane tesaJ11 pubbenivasa-patisanyu-

ttarp dhamma-katharp kathetu-kamo・Iccheyyathano ti，adim aha 

(Sumaゐ:galavila.sini，vol.2， PTS， pp.409-410) 

，[世尊は]聞いた……(中略)……そのとき，世尊が現れた」と [あ

るが]，ここでは党綱 [経]註釈で述べられることこそ説明すべきであ

る。これには実に区別がある。そこ(党網経)では，[.，並尊は中断され

た比丘たちの談話を]一切知智によって聞かれたが，ここでは， 天耳に

よる。また，そこでは，称賛 ・非難の話が中断されたが， ここでは宿命

の話 [が中断されたので]である。それゆえ，世尊は， 「この比丘たち

は，私の宿命智に関しての徳を称賛している。しかし，彼らは私の宿命

智の完成をしらない。さあ，私は彼らにその完成を語って示そう 」と，

おのずとやって来て，仏の坐具に坐って，説法の意味のみを[示すため

に]，まさにその瞬間に，比丘たちが [壊を]たたいて用意した最高の

仏の坐具に坐って，「ここに集ま った比丘たちよ」と質問し，そして

「尊師よ，ここに」という最初に完結した彼らの回答には，宿命に関す

る法話について言及する欲求が存在したのである。[そのため]'あなた

達は[宿命に関わる法話を]希望しますか」と [世尊は]最初に言った
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のである。

そして，「七仏の事蹟」の説示が終わり，釈尊が， 一度，比丘たちの前から

去る [資料3]については，以下の註釈がある。

[資料 7J

lぺiharaYflρiivlsiti kasma pavisi? Bhagava kira ettakaJTl kathetva 

cintesi・Natava maya sattannaJTl Buddhanarp Val11S0 nirantaraJTl 

matthakarp papetva kathito， ajja mayi pana vihararp pavitthe ime 

bhikkhu bhiyyoso-mattaya pubbenivasa-nal)aJTl arabbha val!l!aJTl 

kathayissanti. AthahaJTl agantva nirantaraJTl BuddhavaJTlsaJTl kath-

etva matthakaJTl papetva dassami ti， bhikkhunaJTl katha-varassa 

okasal11 datva utthay' asana viharaJTl pavisi. (Sumangalavil，俗的i，

vol.2， PTS， p. 421) 

「精舎に入っていった」とは，なぜ，精舎に入ったのか。伝えによれば，

世尊はこれだけを語り，考えた。「まず，私は七仏の伝統を間断なく項

点、に到達させて語つてはいない。然るに，今，初、が精舎に入れば，この

比丘たちは，さらに宿命智に関して，称賛し語るであろう。そのとき，

[再度]私が来て，間断なく仏の伝統を説明して，項点、に到達させて与

えればよいであろう 」と， 比丘たちに談話の機会となる場所を与え，坐

具から立ち上がり，精舎に入られたという 。

ここまで挙げた註釈書の内容から，新たなプロローグが配置されたMAP

は，上座音I1大寺派において，仏が備える宿命智の偉大きを示す経典として位

置づ‘けられていることは明白である。

一方，本来のフ。ロローグである 「過去仏に関する比丘たちの談話」が，正

規の位置(経典の冒頭)にある法蔵部所伝の 『大本経』にも，宿命智によっ

て，釈尊が過去仏の事蹟を認知していることが記されている。その記述は，
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プロローグの後， 「七仏の事蹟」が比丘たちに語られる直前にある。

[資料8] 

汝等欲聞如来識宿命智知l於過去諸仰因縁不。我首説之。(Tl，p.lc)

さらに 『大本経』では，ヴィパッシン仏伝が始まる箇所にも以下の記述があ

る。

[資料9] 

爾時世尊L告諸比丘。吾今欲以宿命智説過去作1¥事。汝欲間不。(Tl，p. 3c) 

このように，上座部大寺派だけではなく，北伝仏教の部派である法蔵部にお

いても，過去七仏と宿命智との関連性が認められる。

111 

初期仏教における三明の成立と，その展開については，すでに詳細な検討

がある。また， 三明説を用いた成仏伝承の変容過程も，はほ明らかとなって

いる。阿合や律には，異なる形式の成仏伝承が複数存在するが，定型的な成

仏伝承としては，四諦の認識を述べる 「四諦型三明説」と，縁起の認識を述

べる 「縁起成仏説」との二つが挙げられる。そして， ヒ座音!)大寺派では，

「四諦型三明説」と「縁起成仏説」とを接合して出来上がった 「縁起型三明

説」が正統な成仏伝承となったことが指摘されている。

さて，成仏伝承における 「四諦型三flfj説」は，菩薩時代の釈尊が，四禅を

経て，初夜に宿命智，中夜に生死智を獲得し，後夜に四諦を認識して漏尽智

を獲得して成仏する内容となる。ここでは，Bhayabheravasutta (MN. no. 

4)にある以下の記述を挙げておこう 。ここには七仏の事蹟に関連する内容

も含まれている。
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[資料10J

So evarp samahitte citte parisuddhe pariyodate anatigal!e vigatupak-

kilese mudubhute kammaniye thite anejjappatte pubbenivasanus-

satinal!aya cittal11 abhininnamesiT]1. So anekavihitaT]1 pubbenivasaT]1 

anussarami， seyyathidarp: ekaT]1 pi jatiT]1 dve pi jatiyo tisso pi jatiyo 

catasso pi jatiyo panca pi jatiyo dasa pi jatiyo visatim pi jatiyo 

tiT]1sam pi jatiyo cattarisam pi jatiyo pannasam pi jatiyo jatisatam pi 

jatisahassam pi jatisatasahassam pi， aneke pi sal1wattakappe aneke 

pi vivattakappe aneke pi saT]1vattavivattakappe; amutr' asiT]1 evan-

namo eval11gotto evaT]1val!ηo evamaharo eval11 sukhadukl王hapati-

saqwedi evamayupariyanto， so tato cuto amutra udapadil11， tatra p' 

asiT]1 evannamo evaq1gotto evaT]1vaりりoevamaharo evaT]1 sukhadu-

kkhapatisaT]1vedi evamayupariyanto， so tato cuto idhupapanno ti. Iti 

sakaral11 sa-uddesal11 anekavihitaT]1 pubbenivasaq1 anussarami. 

Ayal11 kho me brahmal!a rattiya pathame yame pathama vijja ad-

higata. avijja vihata vijja uppanna. tamo vihato aloko uppanno， yatha 

tal11 appamattassa atapino pahitattassa viharato. (Majjhimaniktlya， 

vol.l， PTS， p. 22) 

このようにして，心が安定し，清浄となり，清白となり，汚れがなく，

無垢と なり，柔軟になり， [行動に]適し，安定して不動のものになっ

たときに，その私は，宿命随念智に心を向けたのである。その私は，

種々なる宿命を以下のように記憶したのである。一生でも，二生でも，

三生でも，匹|生でも，五生でも， ー|ー・生でも，二 ト生でも， 三十生でも，

凹 1-生でも，五十生でも，百生でも，千生でも，十万生でも，また多数

の破壊の劫で、も，多数の創造の劫でも，多数の破壊と創造の劫で-も [記

憶したのであるJ0 rそこでは，このような名があり，このような姓があ

り，このような [皮J古の]色があり，このような食べ物があり，このよ

うな楽と苦を経験し，このような寿命があったのである。その私は，そ

F
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こから死んで，あそこに生まれた。そこでも，このよ うな名があ り，こ

のような姓があり，このような [皮賠の]色があ り，このような食べ物

があり，このような楽と苦を経験し，このような寿命があったのである、

その私は，そこから死んでここに生まれかわっているのである」と。こ

のように具体的に，明瞭に，種々なる宿命を記憶するのである。バラモ

ンよ，これが，夜の初分に私が証得した第ーの智である。怠けることな

く，熱心に，自 ら励み，住む人には，無明は滅ぼされ，智が生じたので

ある。聞は滅ほ、され，光が生 じたのである。

これは 「四諦型三明説」による成仏伝承の内容の一部となる。この成仏伝

承において，菩薩が初夜に宿命智によ って過去に遡って記憶する内容は (1)

名 (2)姓 (3)[皮脂の]色 (4)食べ物 (5)楽と苦の経験 (6)寿命となってい

る。この形式は，先述したMAPにおける七仏の事蹟の形式と類似する。両

者は連動して成立したものと思われる。さらにパーリ 註釈書の [資料 4]の

内容の一部とも関連性がある。

なお，MAP所載の 「ヴィパッシン仏伝」 の成道場面には，三明説を用い

ずに縁起の認識で成仏を述べる「縁起成仏説」が伝承されている。したがっ

て宿命智にも言及がない。しかし，上座部大寺派では r縁起型三明説」が

正統な成仏伝承として確立されるに至った。上座部大寺派で，過去七仏と宿

命智との関連が重要視されるようになる背後にあるものとして，この成仏伝

承の変容が挙げられる。

まとめ

後代に付加lされたMAPのプロローグである 「宿命 (過去の生存)に関わ

る法話」およびこれに対するパーリ註釈書の内容を検討した結果，上座音I1大

寺派では，過去七仏 と宿命智との関連性が重視され，結果的にMAPは，

「仏が備える宿命智の偉大さを示す経典」として位置づけされるようになっ
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たことが明らかとなった。また，このことには， 「縁起型三明説」を正統な

成仏伝承とするに至る，音11派内での成仏伝承の変容が関与している可能性を

f旨摘した。

一方， 北伝仏教の部派で・ある法蔵部においても，過去七仏と宿命智との関

連性が認められることを述べたが，これについても成仏伝承の変容が関わっ

ている可能性はあるであろう 。

註

(1) 本稿では，以下の諸本を総称する際，大本経と表記する。

• Mahめadttnasuttanta，Dighanikttya， vol. 2， PTS， pp. 1-54. (上座部大寺派
帰属)=MAP

. The Mahttvadttnasutγa A New Edition based on Mα筑前cr扮tsdiscovered iη 

Northern Turkestaη， T. Fukita(ed.)， Gottingen， 2003. (説一切有部帰属)=

MAV 

・『長阿合経』巻 1r大本経」仏陀耶合 ・竺仏念訳 (412-413年訳出， Tl， 

no1， pp.1b・10c) (法蔵音11帰属)= r大本経』

また，以下の諸本は，その内容構成が，大本経と部分的に一致するものであ

る。そのため大本経の成立過程を考察するうえで重要な文献となる。詳細は

[天野信2010aJ[天野信2014J参照。

『七仏経』法天訳 (10世紀後半訳出， Tl， no.2， pp. 150a-154a) 

『毘婆戸仏経』法天訳 (10世紀後半訳出， Tl， no. 3， pp. 154b-159a) 

『七仏父母姓字経』失訳 (Tl， NO.4， pp.159a-160a) 

「増ー阿合経』巻45僧1!JII提婆訳 (397-398年訳出， T2， no. 125， pp. 790a・
791b) 

(2) 相違点はあるが，MAV， r大本経』ともに基本的な内容 ・構成はMAPと同

じである。

(3) [吹田隆道1993: 277J参照。

(4) [吹田|盗道1993: 273J参照。このことは，仏陀観の展開のうえで重要な指摘

となる。仏陀観の展開についての詳細は [梶山雄一1996J参照。

(5) [吹田隆道1993J[1吹田隆道2013: 65-69J参照。MAPにおける「すべての

ブッダの生涯は共通する」という概念は，dhamrηata (skt. dharmata，意味

は 「法JliJJo r大本経』では 「常法」と漢訳される)という 言葉を用いて過去仏

の事肢を示すことで確立されている。この用語によ って，諸仏の生涯の事蹟が

法則化される。d_[Rahula 1974J [玉城康四郎1977J[岡野潔1990J[天野信

2009J 
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(6) r大本経』における七仏の事蹟は， (1)出現した時代 (劫) (2) (それぞれの過

去仏の時代における人の)寿命 (3)出自(王族かバラモン) (4)姓 (5)菩提樹

(6)サンカーの構成 (7)二大弟子 (8)侍者 (9)子 (10)父母および王都の名称に

ついて記載される(Tl， p. 1c.3c)。

MAVにおける七仏の事践は，写本の欠損から，完全な復元はされていない。

しかし章末のウッダーナの内容から以下の項目が伝承されていたことが確認出

来る。(MAV， pp.36-51) 

(1)出現した時代(劫) (2)寿命 (3)出自(王族かバラモン) (4)姓 (5)菩提樹

(6)サンガの構成 (7)二大弟子 (8)侍者 (9)息子 (10)父母および王都の名称

(7) [吹田隆道1993J参照。

(8) Atha kho tesalp bhikkhunalp acira.pakkantassa Bhagavato ayam antara 

katha udapadi:‘Acchariyarp avuso abbhutarp avuso Tathagatassa mahidd 

hikata mahanubhavata， yatra hi nama Tathagato atite Buddhe parinibbute 

chinna.papance chinna.vacume pariyadinna-vaHe sabba-dukkha-vitivatte 

jatito pi anussarissati， namato pi anussarissati， gottato pi anussarissati， 

ayuppamaりatopi anussarissati， savaka-yugato pi anussarissati， savaka-

sannipatato pi anussarissati:“Evarp・jaccate Bhagavanto ahesurp iti pi， 

eval11-nama evalp-gotta evarp-sIla eval11-dhaml11a eval11-panna巴val11-viharI

evarp・vimuttate Bhagavanto ahesul11 iti piti." (MAP， p.8) 

さて，世尊が立ち去られてすぐに，比丘ーたちの問で次の談話が起こ った。

「友らよ，希有である。友らよ，未曾有である。如来に大・神力があり，大威力

があることは。実に如来は，般1呈繋し， I放論を断ち，道を断たれ，輪廻を終熔

させ，一切の苦を超越した過去の諸仏について， 生まれを記憶し，名を記憶 し，

姓を記憶し，寿命を記憶し，両弟子を記憶し，弟子集会を記憶するということ

は。『かの世尊方はこのような生まれであった』とか 『かの世尊方はこのよう

な名であった，このような姓であった，このような戒を持っていた，このよう

な法を持っていた，このような慧を具えていた，このように住していた，この

ような 1~制見をした』 と」

Kin nu kho avuso? Tathagatass' eva nu kho esa dhal11l11a-dhatu suppac 

ividdha yassa dhaml11a-dhatuya suppacividdhatta Tathagato atIte Buddhe 

parinibbute chinna-papance chinna-va cume pariyadinna-va He sabba 

dukkha-vltivatte jatito pi anussarati， namato pi anussarati， gottato pi 

anussarati， ayuppamar:rato pi anussarati， savaka-yugato pi anussarati， 

savaka-sannipatato pi anussarati・“Evalp-jaccate Bhagavanto ahesulp iti 

pi， evarp-nama eval11-gotta eval11-sIla evalp-dhaml11a evalp-panna eval11-

viharI evarp-vil11utta te Bhagavanto ahesul11 iti plti.'つUdahudevata Tath-

agatassa巴tamattharp arocesulp y巴naTathagato atite Buddhe parinibbute 
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chi日lI1na-papa白cechinna-vat凶umepariy亘dinna

J帰atitωop似ianussarati， namato pi anussarati， gottato pi anussarati， ayuppa 

ma.りatopi anussarati， savaka-yugato pi anussarati， savaka-sannipatato pi 

anussarati:“EVaT]l-jacca te Bhagavanto ahesuT]1 iti pi， eVaT]l-na.ma evaT]1-

gotta eVa111-sI!a evaT]1-dhamma evaT]1-panna evaT]l-viha.rl evaT]1-vimutta te 

Bhagavanto aheSUT]l iti plti.'つ，Ayan ca h' idaT]1 tesaT]1 bhikkhiinaT]1 antara 

katha vippakata hoti. (MAP， pp.8-9) 

「友らよ，一体どうしてなのであろうか。如来にだけこの法の本質がよく 洞

察されており，その法の本質がよく 洞察されているために， 如来は，般j里紫し，

戯論をIilrち，道を断ち，輪廻を終息させ，一切の苦を超越した，過去の諸仏に
ついて，生まれを記憶し，名を記憶し，姓を記憶し，寿命を記憶し，両弟子を

記憶し，弟子集会を記憶するのであろう か。『かの1:!t尊方はこのような生まれ

であった』とか 『かの世ー尊方はこのような名であった，このような姓であった，

このような戒を持っていた，このような法を持っていた，このような慈を具え

ていた，このように住していた，このような解脱を した』というように。それ

とも神々が如来にこのことを告げ，そのため如来は，般j皇繋し，戯論を断ち，

道を断ち，輪廻を終息させ，一切の苦を超越した過去の諸仏について，生まれ

を記憶し，名を記憶し，姓を記憶し，寿命を記憶し，両弟子を記憶し弟子集

会を記憶するのであろうか。 「かの世尊方はこのような生まれであった」とか

「かの世尊方はこのような名であった，このような姓であった，このような戒

を持っていた，このような法を持っていた，このような慧を具えていた， この

ように住していた，このような解脱をした』というように」と。しかし比丘た

ちのこの談話は中断された。

(9) Sumangalaviltisini， vol.2， PTS， pp. 407-480. 

(10) Mahtipadtinasuttanta-attha加thtiの翻訳については [片山一良2004Jを参照

した。

(11) r大本経』官頭には以下のプロローグが存在する。

H寺諸比丘於乞食後集花林堂，各共議言。 諸賢比丘 11佐無上尊為最奇特。神通

遠達，威力弘大。乃知過去無数諸何1¥入於j皇繋断諸結使消滅戯論。又知i波作品劫数

多少， 名競姓字，所生種族，其所飲食，寿命倫短，所更苦楽。又知彼何1，有如是

戒，有如1走法，有如是慈，有如是解，有如是住。云何諸賢。如来為普別法性知

如是事，為諸天来語乃知此事。(Tl，p. 1b) 

(12) このことは [天野信2009Jでも指摘している。

(13) [根本文維1981J[複本文雄1982J参照。

(1引 [馬場紀寿2008: 27-88J参照。

(15) Dvedhtivitakkasutta (MN.no.19)， Mahtisaccakasutta (MN.no.36)， Bod-

hir.の;akumtirasutta(MN. no. 85)， Sangtiravasutta (MN. no.100)などにも
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同内容の記事がある。[榎本文雄1982: 79J参照。

(1日上座部大寺派以外の，各部派が伝永する阿合 ・律においても，宿命智による

過去|止の記憶について伝承されている。その内容 ・形式については [山口務

1992J [山口務1992aJ参照。

(1司 [天野信2007J[天野信2016J参照。

(1助成仏伝承が 「縁起型三明説」に変化する動向は，上座部大寺派だけではなく ，

北伝仏教にも存在した。そのため北伝仏教の複数の文献に「縁起型三明説」が

伝えられている。そして 「縁起型三明説」 は遅くとも 7世紀には商アジアに広

く普及したようである。[，馬場紀寿2008J参照。
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